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愛知県庄内川で採捕されたクルメサヨリ（ダツ目：サヨリ科）

間野静雄1）・永田直三2）

Records of Hyporhamphus intermedius (Beloniformes: Hemiramphidae)
collected from Shonai River, Aichi Prefecture, Japan

Shizuo Aino 1） and Naozo Nagata2）

はじめに

　クルメサヨリ Hyporhamphus intermedius(Cantor， 1842)

は汽水域から淡水域，潟湖で一生を過ごし（瀬能，
1996），国内では青森県から九州北部まで分布する（藍
澤・土居，2013）．本種は環境省レッドリスト 2020に
おいて準絶滅危惧に区分されている（環境省，2020）．
伊勢・三河湾に流入する河川では岐阜県の揖斐川（岐
阜県高等学校生物教育研究会，1974；向井，2019），
長良川（岐阜県高等学校生物教育研究会，1974）で生
息が確認されており，岐阜県は絶滅危惧 II類に選定し
ている（岐阜県，2009）．愛知県では庄内川，三河湾
に接続する汽水湖の油ヶ淵で生息が確認されているが
（増田ほか，1995；地村・朝倉，2019；地村，2020），
県内における本種に関する情報が少なく「情報不足」
に区分されている（愛知県環境調査センター，2020）．

特に，庄内川については本種が分布する河川とされて
いるが（地村，2015 ； 2020），採捕記録がほとんどなく，
情報が不足している．本研究において新たに本種 3個
体を採捕し，標本として保存したので記録として報告
する．

材料と方法

　庄内川の西枇杷島町（河口から約 14 km）において，
投網を用いて 2023年 7月 29日に 1個体，同年 8月 27

日に 2個体を採捕した．採捕した個体のうち 1個体の
画像を第 1図に示す．個体の採捕は愛知県の特別採捕
許可（4特第 1585-1）を得て行った．各個体の体長，
頭長，下顎長を 0.1 mmの単位で計測し，胸鰭軟条数，
背鰭前方鱗数を計数し（第 1表），中坊（2013）に基
づいて種を同定した．個体は 10％ホルマリンで固定

豊橋市自然史博物館研報　Sci. Rep. Toyohashi Mus. Nat. Hist., No. 35, 29–30, 2025

静岡県掛川市倉真 2446-2．2446-2 Kurami, Kakegawa, Shizuoka 436-0341, Japan.

NPO土岐川・庄内川サポートセンター．NPO Tokigawa Shonaigawa Support Center, 15-1 Kitabiwaike, Nishibiwajima-cho, Kiyosu, Aichi 452-

0000, Japan.

Correspording auther: Shizuo Aino. E-mail:shi-zuonia@mbr.nifty.com

原稿受付　2024年 10月 31日．Manuscript received Oct. 31, 2024.

原稿受理　2024年 11月 19日．Manuscript accepted Nov. 19, 2024.

キーワード : 魚類相，絶滅危惧種，名古屋市，感潮域，魚類標本．
Key words : Fish fauna, Endangered species, Nagoya City, Estuarine basin, Fish specimen.

  1）

  2）

庄内川産クルメサヨリ（2023年 8月 27日採捕，標本番号 TMNH-F-2603）．スケールバーは 10 mm．第 1 図．  
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後，70％エタノールで保存し，標本として豊橋市自然
史博物館に登録・収蔵した（標本番号 TMNH-F-2603

～ 2605）．

結果と考察

　各個体の計数ならびに計測値を第 1表に示す．いず
れの個体も下顎長が頭長より長く，胸鰭軟条数が 11

本，背鰭前方鱗数が 54～ 56枚であることからクルメ
サヨリと同定した．庄内川における本種に関する記
録については Jordan et al.（1925）に Nagoya の Kachi

River で本種を採収したとの記述があり，丹羽（1967）
はこの場所を庄内川の勝川（河口から約 25 km付近）
と推定している．このことから，1920年頃は本種が庄
内川中流域に生息していたことが伺える．2014年 8月
15日には庄内川の清須市西枇杷島町において投網によ
り 1個体が採捕され（間野，未発表），三重大学大学
院生物資源学研究科に標本として保存されている（標
本番号 FRLM49147）．本研究における採捕地も西枇杷
島町であり，付近は庄内川の感潮域最上流部にあたる．
このことから，現在の主な生息域は西枇杷島町から下
流の感潮域と推察されるが，採捕されることは稀であ
り，生息数は極めて少ないと考えられる．早急に庄内
川における本種の生息状況を把握し，生息環境を保全
する必要がある．
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各個体の計測値と計数値．第 1 表．  第 1表．

標本番号 TMNH-F-2603 TMNH-F-2604 TMNH-F-2605

採捕日(2023年） 8月27日 8月27日 7月29日

体⻑（mm） 117.2 110.7 111.2

頭⻑（mm） 25.1 23.3 23.4

下顎⻑（mm） 36.7 33.5 34.3

胸鰭軟条数 11 11 11

背鰭前方鱗数 55 56 54




